
令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 75

Plan

事業名 交通安全推進事業 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 2 款 1 項 8 目 23 34

担当部署 部 市民安全部 課 危機管理課

総合計画体系 めざすまちの姿 ３　安全で安心して暮らせるまち 基本計画 ３－③交通死亡事故ゼロをめざす

事業の目的 市民の交通安全意識の高揚を図る。

事業の概要 市民の安全を確保するため、湖西警察署、交通安全協会ならびに地域住民団体等の協力を得て効果的な交通安全運動を行う。

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

492 0

0 0

215 0

④負担金（交通安全協会、交通安全指導員、交通安全対策連絡会、会場保安協会） 9,429 0

その他 19 0

合計 10,154 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

交通安全啓発実施回数（回） 39 45 41 45

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 A 交通事故の減少に努め、市民の安全確保を図る。

有効性 A 追突事故の割合が増加傾向にあることから、追突事故多発地域を重点的且つ効果的に実施する。

効率性 A 啓発活動に必要な経費であり、削減及び簡素化を求めると交通安全の意識付けが低下する。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

①キャンペーン・研修会等の交通安全啓発活動

②交通事故「ゼロ」の日啓発

③負担金（交通安全協会、交通安全指導員、交通安全対策連絡会、海上保安協会）

３か年の合計事業費 29,994

実施
計画

事業1 事業2

平成30
年度

①キャンペーン・研修会等の交通安全啓発活動（41回）

②交通事故「ゼロ」の日啓発（23回）

③自動車免許自主返納支援（215人）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

交通安全教室や街頭指導を湖西警察署や交通安全協会等の協力を得ながら、交通安全に対する市民意識
の高揚を図っていく。

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 76

Plan

事業名 交通安全組織整備事業 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 2 款 1 項 8 目 23 35

担当部署 部 市民安全部 課 危機管理課

総合計画体系 めざすまちの姿 ３　安全で安心して暮らせるまち 基本計画 ３－③交通死亡事故ゼロをめざす

事業の目的 交通指導隊の組織充実及び資質向上を図り、交通安全啓発ならびに街頭指導を行い、「交通事故ゼロ」を目指す。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

2,000 0

0 0

③交通教室の補助 170 0

合計 2,170 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

交通指導隊街頭指導延べ回数（回） 3,020 3,120 3,246 3,250

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 A

有効性 A 交通指導隊が適切に指導するため、小学生や中高校生の安全が図られる。

効率性 A 限られた予算内で効率的に啓発活動や街頭指導を展開し、交通事故減少に繋がっている。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

①街頭指導の実施

②入学児童及びその父兄への啓発

③交通教室の補助

３か年の合計事業費 7,707

実施
計画

事業1 事業2

小学生及び中高校生の通学路（主に交差点）において、登校、通学時の安全確保にあたるとともに、幼稚園、小学校等の依頼に
より交通事故を未然に防止するための交通安全教室の補助等を行う。

平成30
年度

①街頭指導の実施（延べ3,246回）

②入学児童及びその父兄への啓発（905名）

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

交通指導隊による交通指導や交通安全教育により、交通事故防止に対する児童、生徒の意識は高揚し、交通事故撲
滅に繋がっている。

今後の
方向性

市民の安全を確保するため、交通指導隊を初めとする警察、交通安全協会等と協働し、効果的な交通安全
運動を行う。

令和2年度 令和3年度
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